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問1 大阪府の百舌鳥・古市古墳群に含まれる、三重の濠が巡らされた日本最大の前方後円墳の名称と、それが登録されているユネ
スコの区分の組み合わせとして正しいものを次から選びなさい。 （2020年　群馬県公立入試　類似）

1.  大仙古墳（世界文化遺産） 2.  大仙古墳（世界自然遺産） 3.  五色塚古墳（世界文化遺産） 4.  箸墓古墳（世界文化遺産）

問2 千葉県最大級の前方後円墳である内裏塚古墳が築造された古墳時代の中期には、大陸との交流を通じて新しい製作技術が導入
されました。この時期に生産が始まった「須恵器」の特徴を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2017年　千葉県公

立入試　類似）

1.  山の斜面などに作られた窯を使
い、高温で蒸し焼きにした灰色の
土器

2.  表面に魔除けの意味を持つ縄目
の文様をつけた、厚手で黒褐色の
土器

3.  弥生土器の流れを汲み、野焼き
によって比較的低温で焼かれた赤
褐色の土器

4.  青銅を原料として鋳造され、祭
祀の道具として用いられた釣鐘型
の道具

問3 渡来人が日本列島にもたらした技術や文化のうち、当時のヤマト政権（大和朝廷）が組織を運営し、他国との交渉を行う上
で、特に記録や伝達の手段として不可欠となったものはどれか。 （2017年　徳島公立入試　類似）

1.  漢字 2.  仏教 3.  須恵器の製作技術 4.  機織りの技術

問4 3世紀ごろの中国大陸では、複数の勢力が対立して覇権を争っていました。この時期、日本の邪馬台国の女王である卑弥呼が使
いを送り、「親魏倭王」の称号を授かったとされる国が含まれる時代の名称を選びなさい。 （2016年　和歌山公立入試　類似）

1.  三国時代 2.  戦国時代 3.  五代十国時代 4.  南北朝時代

問5 5世紀、ヤマト王権の首長たちは「倭の五王」として中国の南朝へ使者を派遣し、朝貢を行いました。この外交活動の主な目的
を説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2024年　山口公立入試　類似）

1.  朝鮮半島での軍事的な優位性や
鉄資源の確保に加え、国内での政
治的地位を認めてもらうため

2.  隋に対して対等な立場での外交
を求め、中国の進んだ律令制度を
いち早く導入するため

3.  邪馬台国の卑弥呼が魏から受け
た称号と同様の権威を背景に、九
州地方の豪族を支配するため

4.  仏教の公伝をきっかけとして、
大陸の進んだ建築技術や工芸品を
組織的に輸入するため

問6 3世紀後半から4世紀にかけての日本列島の歴史において、大規模な古墳の築造が始まった時期の政治状況を説明した文とし
て、最も適切なものはどれか。 （2025年　秋田公立入試　類似）

1.  近畿地方の有力な豪族を中心と
した、複数の勢力による政治連合
が形成された。

2.  朝鮮半島から移住した渡来人
が、最新の鉄器技術を背景に単独
の王朝を打ち立てた。

3.  各地の小国が対等な立場で同盟
を結び、銅鐸を共有する祭祀によ
って平和を保った。

4.  『魏志』倭人伝に記されている
ように、九州地方を中心とした女
王による統治が続いた。

問7 大仙陵古墳（仁徳天皇陵古墳）のような巨大な古墳が築かれた背景や、その特徴について述べた文として、正しいものはどれ
ですか。 （2020年　東京都公立入試　類似）

1.  墳丘の周囲には三重の堀が巡ら
されており、王の強大な権力を誇
示する目的があったと考えられ
る。

2.  古墳の表面には、仏教の影響を
受けた装飾として、寺院から伝わ
った瓦が並べられていた。

3.  死者を弔うために、土で人や動
物の形を作って焼き上げた土偶が
墳丘の周囲に並べられた。

4.  古墳の形状は、日本独自の形式
である円墳が採用され、大陸の影
響を一切排除して造られた。

問8 2019年に「百舌鳥・古市古墳群」の一部として世界文化遺産に登録された大仙陵古墳（仁徳天皇陵古墳）について、その形状
と発見された遺物の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2020年　東京都公立入試　類似）

1.  形状：前方後円墳、遺物：人や
動物の形をした埴輪

2.  形状：円墳、遺物：青銅で作ら
れた大型の銅鐸

3.  形状：方墳、遺物：死者の身分
を示すための仏像

4.  形状：前方後円墳、遺物：大陸
から伝わった陶磁器の破片

問9 古墳時代に、大山古墳（仁徳天皇陵）のような巨大な前方後円墳が築造された歴史的な背景や目的として、最も適切な説明は
どれですか。 （2023年　神奈川県公立入試　類似）

1.  大和政権（ヤマト王権）の王
が、自らの強大な権威や動員でき
る労働力の大きさを各地の豪族に
誇示するため。

2.  大陸から伝来した仏教の教えに
基づき、故人を盛大に供養するこ
とで国家の安寧を祈願するため。

3.  大規模な稲作の普及により余っ
た土地を、洪水から守るための避
難場所として整備するため。

4.  海外からの侵略を監視し、防衛
するための軍事的な物見櫓や要塞
として機能させるため。


